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波長 300~ 700 nmの領域において 2段階光吸収が観測された。本波長領域における 2段階光吸収は、一度、
価電子帯から伝導帯に励起されたキャリアが量子ドット内にトラップされることで生じる過程ではあるが、
その生成電流量は短絡電流値の 12.6%を占めており、非常に高い値が得られた。
以上、本研究では世界的に実証例の少ない量子ドット太陽電池の 2段階光吸収を観測し、また結晶成長法
やバンド構造を変化させることで2段階光吸収による生成電流量を増加させることに成功した。本成果は、
量子ドット太陽電池の高効率化に向けて、材料・ヘテロ構造の最適化に関して重要な知見になると考えられ
る。
審査の結果の要旨
中間バンド型太陽電池は理論的予測だけが先行し、その可能性を示す実験的データが得られていなかった。
本研究で、タイプHヘテロ構造を採用し、さらに材料選択の工夫により二段階光吸収量を増加させることに
初めて成功した。この結果は中間バンド型太陽電池の可能性を明らかにし、今後の研究開発の方向性を示し
た重要な結果と位置づけられる。
平成 25年2月18B、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって、合格と
判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと5Eめる。
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